
16

31

３３.. 有明海の底質環境の変化要因有明海の底質環境の変化要因

32

有明海の環境変化のメカニズム（フロー）～第１０回評価委員会資料～

底質の泥化底質の泥化
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熊本大学熊本大学

34

赤潮シストの変化赤潮シストの変化

松岡数充（２００４）：“有明海・諫早湾堆積物表層部に松岡数充（２００４）：“有明海・諫早湾堆積物表層部に
残された渦鞭毛藻シスト群集からみた水質環境の中残された渦鞭毛藻シスト群集からみた水質環境の中
長期的変化”，沿岸海洋研究，第長期的変化”，沿岸海洋研究，第4242巻巻11号より号より



栄養塩類がもたらす底質環境悪化の悪循環
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長崎大教育研報 鎌田(1967)より作成 長崎大教育研報 近藤ら(2002)より作成 
 

本調査及び行政対応特別研究(2002)より作成 

 

図 3.2.1(1) 有明海の底質分布（中央粒径(Mdφ)）の変化 
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長崎大教育研報 近藤ら(2002)より作成 
 

本調査及び行政対応特別研究(2002)より作成 

 

図 3.2.1(2) 有明海の底質分布（中央粒径(Mdφ)）の変化 
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筑後川の河床標高及び河床材料の粒径筑後川の河床標高及び河床材料の粒径




